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2016(H28)年度男女共同参画に関する意識調査結果
○ 男女共同参画に関する意識調査概要

１．調査目的：三重大学の男女共同参画推進のため，全ての役員及び職員を対象に男女共同参画に
関する意識調査を行った。

２．調査対象：三重大学役員及び職員(非常勤講師，嘱託医及びTA，RA等の学生を除く。)
3,256名

３．調査方法：WEB上から入力又は調査用紙に記入
４．調査期間：2016(H28)年9月1日～30日
５．回答件数 ：1,757件（回答率54%）

○ 調査結果要約

Ⅰ.あなた自身のことについてお尋ねします
回答数に関して，前回平成21年度に行った調査の1,754件とほぼ同様の1,757件で，全教

職員は3,256名なので回答率は54%になった。
今回の調査では，回答者の所属は，医学部附属病院が51.1%（平成21年度比（以下同

じ）+8.7ポイント）に上った。常勤・非常勤の区別では，常勤一般職員が45.1%（＋2ポ
イント），非常勤職員が34.7%(+5.2ポイント)であり，非常勤職員の比重が高まっている
ことが分かる。
【問５－２ 配偶者の就業の有無】（6頁）では，「就業している」が85.0%（+10.7ポイ
ント），「就業していない」が15.0%（-10.7ポイント）であり，共に働いている割合が高
まっていることが分かる一方，【問６－１ 子の有無】（7頁）では，「いる」が51.4%
（-2.9ポイント），「いない」が48.6%（+2.9ポイント）である。共に働き，時間的ある
いは経済的に子どもを持つ余裕がないケースが増えているのであれば，大学として何らか
の支援策が必要である。あるいは最初から子どもを持たないという判断をしているケース
も考えられる。

さらに，【問６－２ 子の人数】（7頁）では，「1人」が26.4%（+3.1ポイント），
「2人」が54.9%（-0.9ポイント），「3人」が17.2%（-1.4ポイント），「4人以上」が
1.6%（-0.7%）であることから，子どもは1人とする家庭が若干増えていることが分か
る。

【問６－３ 末子の年齢】（7頁）の回答にあるように，末子の年齢が「13歳以上」で
あるのが52.2%，「6歳以上」という括りにすれば75.8%に上る。

【問７ 家庭の状況】（8頁）では，「一人暮らし」が26.0%（+4.9ポイント）で独身
家庭が増えているのに対し，「三世代家族」が8.2%（-3.9ポイント）となっている。都市
圏ほどではないものの，祖父母と孫とが同居するという従来の形態の家族が少なくなって
いることを示す。

【問８ 常時介護または看護を必要とする家族の有無】（8頁）で，「いる」が14.9%
（-0.1ポイント），「いない」が85.1%（+0.1ポイント）で，前回調査とほぼ同じ結果で
ある。高齢社会の到来にともなって，今後はこの数値の上昇が予想される。

Ⅱ.男女共同参画についてお尋ねします
【問１ 夫は外で働き，妻は家庭を守るべき】（9頁）では，「同感する」が1.4%（-

1.1ポイント），「どちらかといえば同感する」が17.1%（-2.2ポイント）で減少してい
る。

一方，「同感しない」が45.9%（+3.8ポイント），「どちらかといえば同感しない」が
26.4%（+0.6ポイント）で意識の変化が確実に起こっていることが分かる。

なお，同じ質問に対する回答は，全国では，「同感する」が8.8%，「どちらかといえば
同感する」が31.7%，三重県では，「同感する」が3.3%，「どちらかといえば同感する」
が31.7%なので，男女が共に働くという意識は，教育研究機関という性格もあって三重大
学が先進的な数値を示している。
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3.2%

8.4%

13.2%

42.4%

4.6%

7.8%

0.6%

0.0%

0.0%

3.5%

15.2%

1.3%

0.4%

2.6%

7.2%

6.3%

51.1%

5.6%

4.4%

0.6%

0.9%

0.3%

3.2%

15.0%

2.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

①役員

②人文学部

③教育学部

④医学系研究科・医学部

⑤医学部附属病院

⑥工学研究科・工学部

⑦生物資源学研究科・生物資源学部

⑧地域イノベーション学研究科

⑨教養教育機構

⑩地域人材教育開発機構

⑪学内共同教育研究施設等

⑫事務局

⑬その他

Ⅰ 問1 所属等
21年度 28年度 回答数

平成21年度1,754件
平成28年度1,757件

○ 調査結果
Ⅰ. あなた自身のことについてお尋ねします。

Ⅰ 問1 あなたの所属等を教えてください。
回答者の所属等は，平成21年度は，医学部附属病院が42.4%と最も多く，事務局の15.2%が

これに続いている。3 番目は，医学系研究科･医学部の13.2%である。平成28年度は，平成21年
度と同様に医学部附属病院が51.1％と最も多く，事務局15％がこれに続いている。

【問２ 男女平等意識】（9頁）では，「男性の方が非常に優遇されている」と「どち
からといえば男性の方が優遇されている」との合計の変化があるのは，職場が43.8%（-
10.2ポイント）の減少が目立つ。「問４ 女性比率が少ない理由」（12頁）では，「男女
の社会的分業」が56.2%（+5.6ポイント），「女性の昇進に対する意欲」が51.3%（+5.9ポ
イント）で増加している。【問５－１ 男女の処遇差】（13頁）では，「ある」が14.2%
（-9.4ポイント）となった一方，「わからない」が63.9%（+7.6ポイント）であった。非常
勤職員が増加していることがこの結果をもたらしていると考えられる。

なお，【問８ 三重大学における男女共同参画に関する取り組みの認知度】 （15頁）
に関しては，全教職員に配布した「ワーク・ライフ・バランス応援ハンドブック」
（51.2%）と，新聞等の報道があった「さつき保育園の新棟完成」（60.3%）は高い認知度
であったが，それ以外はふるわなかった。教職員への周知をどのようにするのかは，今後
の課題となった。
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① 役員

② 常勤教育職員

③ 常勤一般職員

④ 非常勤職員

Ⅰ 問2-1 常勤･非常勤の別

21年度 28年度
回答数
平成21年度1,750件
平成28年度1,757件
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Ⅰ 問2-1 あなたの職種等を教えてください。(役員を除く。)
平成21年度は，常勤職員が70.5%，非常勤職員が29.5%。常勤職員の内訳は，教育職員

が27.4%，一般職員が43.1%であり，事務職員及び技術職員が全体の19.7%，看護職員が
17.1%を占めている。平成28年度は，常勤職員が64.9%，非常勤職員が34.7%。常勤職員
の内訳は教育職員が19.8％，一般職員が45.1％であり，看護職員が全体の25.6％，事務
職員及び技術職員が15.5%を占めている。21年度と比較して，常勤職員が5.6ポイント減
少，非常勤職員が5.2ポイント増加，なかでも常勤教育職員が7.6ポイント減少し，看護
職員が8.5ポイント増加している。
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4.3%

17.1%
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3.1%

0.9%

6.4%
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1.4%

1.1%

1.0%

1.0%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0%

①教授

②准教授･講師

③助教

④附属学校園教員

⑤教員その他

⑥事務職員及び技術職員

⑦教務職員、技能職員、海事職員

⑧医療技術職員(看護職員を除く。)

⑨看護職員

⑩一般職員その他

⑪事務補佐員、技術補佐員、技能補佐員

⑫非常勤教員(非常勤講師を除く。…

⑬非常勤研究員

⑭医員・医員(研修医)

⑮非常勤職員その他

Ⅰ 問2-1 職種等

21年度 28年度 回答数
平成21年度1,750件
平成28年度1,757件
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18.0%

49.4%

32.5%

19.5%

38.1%

42.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

①副課長、技術長補佐相当以上

②係長、主任、先任技術専門員、技術

専門員 相当

③チーム員、係員、技術員

Ⅰ 問2-2 事務職員及び技術職員の職位

21年度 28年度
回答数
平成21年度338件
平成28年度273件
無回答を除く。

13.2%

22.4%

64.5%

9.4%

15.7%

74.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

①副技師長、副薬剤部長相当以上

②主任技師、薬剤主任 相当

③技師、薬剤師等

Ⅰ 問2-3 医療技術職員の職位

21年度 28年度 回答数
平成21年度76件
平成28年度51件
無回答を除く。

8.6%

12.9%

78.6%

6.0%

7.1%

86.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

①看護師長以上

②副看護師長

③保健師、助産師、看護師、准看護師

Ⅰ 問2-4 看護職員の職位

21年度 28年度 回答数
平成21年度280件
平成28年度449件
無回答を除く。



Ⅰ 問3 あなたの性別を教えてください。
回答者の性別は、平成21年度は，男性が43.1%，女性が56.9%。平成28年度は男性が

34.2%，女性が65.8%で，いずれも女性の回答が多い。

Ⅰ 問4 あなたの年齢を教えてください。(平成28年9月1日現在)
回答者の年齢は，平成21年度は30代が30.9%と最も多く，40代24.0%，50代22.0%の

順となっている。平成28年度は，40代が28.7%で最も多く，29歳以下23.9%，30代
22.6%となっている。

18.9%

30.9%

24.0%

22.0%

4.3%

23.9%

22.6%

28.7%

18.7%

6.1%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0%

①29歳以下

②30～39歳

③40～49歳

④50～59歳

⑤60歳以上

Ⅰ 問4 年齢

21年度 28年度

回答数
平成21年度1,740件
平成28年度1,702件
無回答を除く。
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43.1%

56.9%

34.2%

65.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

①男性

②女性

Ⅰ.問3 性別

21年度 28年度

回答数
平成21年度1,729件
平成28年度1,700件
無回答を除く。



62.0%

38.0%

58.0%

42.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

①いる

②いない

Ⅰ 問5-1 配偶者の有無

21年度 28年度

回答数
平成21年度1,749件
平成28年度1,708件
無回答を除く。

74.3%

25.7%

85.0%

15.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

①就業している

②就業していない

Ⅰ 問5-2 配偶者の就業の有無
21年度 28年度

回答数
平成21年度1079件
平成28年度907件
無回答を除く。
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79.1%

20.9%

83.1%

16.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

①常勤

②非常勤

Ⅰ 問5-3 配偶者の働き方

21年度 28年度

回答数
平成21年度799件
平成28年度757件
無回答を除く。

Ⅰ 問5-1 配偶者はいらっしゃいますか。
平成21年度は，配偶者がいると回答したのは62%，配偶者の74.3%は就業しており，

更にその中で常勤者は79.1%を占めている。平成28年度は，配偶者がいると回答したの
は58%，配偶者の85%は就業しており，更にその中で常勤者は83.1%を占めている。



Ⅰ 問6-1 あなたにはお子さんがいらっしゃいますか。
平成21年度は，「いる」と回答したのは54.3%である。子供の人数については2 人が

最も多く55.8%，次いで1 人，3 人の順である。また，末子の年齢については，13 歳以
上が51.5%であるが，5 歳以下の年齢層の子供がいるとの回答も合計で24.1%(実数で224
件)となっている。平成28年度は，「いる」と回答したのは51.4%である。子供の人数に
ついては2 人が最も多く54.9%，次いで1 人，3 人の順である。また，末子の年齢につい
ては，13 歳以上が52.2%であるが，5 歳以下の年齢層の子供がいるとの回答も合計で
24.2%(実数で203件)となっている。

54.3%

45.7%

51.4%

48.6%

40.0% 42.0% 44.0% 46.0% 48.0% 50.0% 52.0% 54.0% 56.0%

①いる

②いない

Ⅰ 問6-1 子の有無
21年度 28年度

回答数 平成21年度1,726件
平成28年度1,700件
無回答を除く。
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23.3%

55.8%

18.6%

2.3%

26.4%

54.9%

17.2%

1.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

①1人

②2人

③3人

④4人以上

Ⅰ 問6-2 子の人数

21年度 28年度
回答数 平成21年度933件

平成28年度833件
無回答を除く。

4.8%

5.8%

4.7%

3.4%

2.6%

2.7%

13.9%

10.5%

51.5%

3.1%

3.6%

4.6%

5.6%

4.5%

2.7%

13.2%

10.4%

52.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

①0歳

②1歳

③2歳

④3歳

⑤4歳

⑥5歳

⑦6～9歳

⑧10～12歳

⑨13歳以上

Ⅰ 問6-3 末子の年齢

21年度 28年度
回答数
平成21年度928件
平成28年度839件
無回答を除く。



Ⅰ 問7 あなたの家庭の状況を教えてください。
平成21年度は，二世代家族(夫婦と子供)が39.6%と最も多く，次いで一人暮らし

21.1%，夫婦二人暮らし16.2%の順となっている。平成28年度は，平成21年度と同様
に，二世代家族(夫婦と子供)が39.9%，次いで一人暮らし26%，夫婦二人暮らし15.5%の
順となっている。

21.1%

16.2%

39.6%

12.1%

0.7%

10.4%

26.0%

15.5%

39.9%

8.2%

0.3%

10.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

①一人暮らし

②夫婦二人暮らし

③二世代家族(夫婦と子供)

④三世代家族

⑤四世代家族

⑥その他

Ⅰ 問7 家庭の状況

21年度 28年度
回答数
平成21年度1,733件
平成28年度1,706件
無回答を除く。
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Ⅰ 問8 あなたの家族に常時の介護または看護が必要とする人がいらっしゃいますか。
(同居・別居を問わない。)

「いる」と回答したのは，平成21年度は，15%(実数で260件)で，平成28年度は，
14.9%(実数で253件)であった。

15.0%

85.0%

14.9%

85.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

①いる

②いない

Ⅰ 問8 常時介護または看護を必要とする 家族の有無

21年度 28年度

回答数 平成21年度1,737件
平成28年度1,699件
無回答を除く
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Ⅱ. 男女共同参画についてお尋ねします。

Ⅱ 問1 「夫は外で働き，妻は家庭を守るべきである」という考え方がありますが，あ
なたはどう思いますか。

平成21年度は，「同感しない」という回答が42.1%と最も多く，「どちらかといえば同
感しない」25.8%がこれに次いでおり，否定的意見が肯定意見の3 倍程度の回答となって
いる。男女別では，女性の方が「同感しない」とする回答が多く，また年齢別では，年齢
が高い層ほど「同感しない」と回答する傾向がみられた。平成28年度は，「同感しな
い」という回答が45.9%と最も多く，「どちらかといえば同感しない」が26.4%となって
いる。否定的意見の回答者は，女性が男性より7ポイント多く，平成21年度と比較すると
肯定的意見は3.3ポイント減少し，否定的意見は4.4ポイント増加している。

2.5%

19.3%

25.8%

42.1%

10.3%

1.4%

17.1%

26.4%

45.9%

9.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

①同感する

②どちらかといえば同感する

③どちらかといえば同感しない

④同感しない

⑤わからない

Ⅱ 問1 「夫は外で働き，妻は家庭を守るべき」

平成21年度 平成28年度

回答数 平成21年度1,750件
平成28年度1,688件
無回答を除く。

Ⅱ 問2 あなたは，表に示す場面で男女の地位は平等になっていると思いますか。
平成21年度は，「男性の方が優遇されている」(「非常に」と「どちらかといえば」を

合算)という回答が多かったのは，「(7)社会通念･慣習・しきたり等」，「(5)政治の
場」，｢（2）職場｣，の順であった。また，「平等である」との回答は，｢（3）教育｣で
84.8%と極めて高いほか，｢(6)法律や制度の上｣，｢(4)地域｣で高い割合となっている。な
お，「女性の方が優遇されている」との回答は，いずれの場面においても少なかった。

平成28年度は，「男性の方が優遇されている」という回答が多かったのは，「(7)社会
通念･慣習･しきたり等」，「(5)政治の場」であり，「平等である」との回答は，｢（3）
教育｣で，「女性の方が優遇されている」との回答は，いずれの場面においても少なかっ
た。

平成21年度と平成28年度の「男性の方が優遇されている」という回答を比較すると，
「(7)社会通念･慣習・しきたり等」では，平成21年度83.1%，平成28年度79.8%で3.3ポ
イント減少している。また，｢（2）職場｣では，平成21年度54%，平成28年度43.8%で
10.2ポイント減少している。一方，｢(6)法律や制度の上｣では，平成21年度41.6%，平成
28年度48%で6.4ポイント増加している。
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Ⅱ 問3 あなたは，仕事と家庭を両立させる上で必要なことは何だと思いますか。
「必要」(「非常に必要である」と「必要である」を合算)という回答が多かった項目

は，平成21年度は，「(3)上司の理解や職場の雰囲気」，｢（9）保育サービスの充実｣，
「(7)保育施設の充実」，｢(8)介護サービスの充実｣の順であり，これらはいずれも90%以
上を占めている。その他の各項目もいずれも「必要」とする割合が過半数を占めていた
が，その中にあっては，｢（13）仕事中心の考え方を変える｣，｢(11)家事の軽減｣，
｢（12）男女の役割意識をなくす｣の3 項目については，「どちらともいえない」という回
答が30%以上であった。

平成28年度の結果は，平成21年度とほぼ同様で，「必要」とする割合が多いのは，
「(3)上司の理解や職場の雰囲気」，「(7)保育施設の充実」，｢（9）保育サービスの充
実｣，｢(8)介護サービスの充実｣の順となり，「(4)多様な休暇・休業制度」が91.6%で90%
を超えた。他のすべての項目についても「必要」とする割合がそれぞれ若干増加してお
り，｢(11)家事の軽減｣については9.5ポイント増加している。

8.9 

9.1 

8.7 

6.3 

1.2 

1.5 

6.8 

6.5 

25.8 

29.8 

7.3 

10.3 

22.5 

23.6 

38.9 

39.0 

45.3 

37.5 

10.5 

9.6 

40.1 

38.5 

50.6 

49.1 

34.3 

37.7 

60.6 

56.2 

43.5 

42.2 

37.5 

46.0 

84.8 

84.7 

47.4 

49.2 

21.5 

18.4 

49.4 

43.3 

13.8 

16.6 

7.4 

8.2 

7.3 

9.2 

3.3 

3.9 

5.4 

5.4 

1.8 

2.4 

7.8 

7.9 

2.8 

3.3 

1.2 

1.6 

1.2 

1.0 

0.2 

0.2 

0.4 

0.4 

0.2 

0.2 

1.2 

0.8 

0.4 

0.2 

① 家 庭 で は 平 成 2 1 年 度

平 成 2 8 年 度

② 職 場 で は 平 成 2 1 年 度

平 成 2 8 年 度

③ 教 育 平 成 2 1 年 度

平 成 2 8 年 度

④ 地 域 で は 平 成 2 1 年 度

平 成 2 8 年 度

⑤ 政 治 の 場 で は 平 成 2 1 年 度

平 成 2 8 年 度

⑥ 法 律 等 で は 平 成 2 1 年 度

平 成 2 8 年 度

⑦ 社 会 通 念 等 で は 平 成 2 1 年 度

平 成 2 8 年 度

Ⅱ 問2 男女平等意識

男性の方が非常に優遇されている
どちらかといえば男性の方が優遇されている
平等である
どちらかといえば女性の方が優遇されている
女性の方が非常に優遇されている

無回答を除く。数字は％



11

21.0 

23.4 

31.1 

36.0 

49.6 

57.9 

36.7 

44.0 

41.9 

44.4 

28.7 

29.1 

52.6 

52.7 

45.6 

47.5 

51.7 

51.3 

40.9 

43.2 

18.9 

24.4 

19.6 

24.9 

19.6 

22.2 

22.7 

26.4 

51.9 

55.5 

53.2 

53.5 

44.7 

38.1 

52.2 

47.6 

47.2 

44.8 

49.4 

49.9 

40.9 

41.4 

45.1 

44.5 

42.4 

42.0 

45.7 

44.4 

44.0 

48.0 

43.3 

44.9 

43.3 

44.5 

50.5 

51.9 

22.8 

17.9 

12.2 

9.4 

5.2 

3.7 

9.7 

7.4 

9.5 

9.3 

18.6 

18.1 

6.0 

5.0 

9.1 

7.5 

5.3 

6.2 

11.6 

10.8 

31.7 

24.4 

31.0 

25.3 

31.0 

28.6 

22.3 

19.0 

3.8 

2.9 

1.7 

0.9 

0.3 

0.3 

1.2 

0.8 

1.1 

1.1 

2.8 

2.5 

0.2 

0.7 

0.2 

0.5 

0.5 

0.5 

1.5 

1.4 

4.6 

2.6 

4.5 

3.5 

4.5 

4.1 

3.8 

2.4 

0.4 

0.2 

0.3 

0.2 

0.2 

0.2 

0.1 

0.3 

0.3 

0.5 

0.3 

0.2 

0.1 

0.1 

0.1 

0.1 

0.1 

0.3 

0.2 

0.8 

0.6 

1.6 

1.4 

1.6 

0.6 

0.7 

0.4 

①職住接近 平成2 1年度

平 成 2 8 年 度

② 勤 務 時 間 の 弾 力 化 等 平 成 2 1 年 度

平 成 2 8 年 度

③ 上 司 の 理 解 等 平 成 2 1 年 度

平 成 2 8 年 度

④ 多 様 な 休 暇 制 度 等 平 成 2 1 年 度

平 成 2 8 年 度

⑤ 女 性 の 育 児 休 暇 等 の 拡充 平 成 2 1 年 度

平 成 2 8 年 度

⑥ 男 性 の 育 児 休 暇 等 の 拡充 平 成 2 1 年 度

平 成 2 8 年 度

⑦ 保 育 施 設 の 拡 充 平 成 2 1 年 度

平 成 2 8 年 度

⑧ 介 護 サ ー ビ ス の 充 実 平 成 2 1 年 度

平 成 2 8 年 度

⑨ 保 育 サ ー ビ ス の 充 実 平 成 2 1 年 度

平 成 2 8 年 度

⑩ 育 児 ・ 介 護 へ の 経 済 的支 援 平 成 2 1 年 度

平 成 2 8 年 度

⑪ 家 事 の 軽 減 平 成 2 1 年 度

平 成 2 8 年 度

⑫ 男 女 役 割 意 識 を な く す 平 成 2 1 年 度

平 成 2 8 年 度

⑬ 仕 事 中 心 の 意 識 変 革 平成 2 1 年度

平 成 2 8 年 度

⑭ 業 務 内 容 等 へ の 配 慮 平 成 2 1 年 度

平 成 2 8 年 度

Ⅱ 問3 仕事と家庭の両立に必要なこと
非常に必要である 必要である
どちらともいえない あまり必要でない
まったく必要でない

複数回答可，数字は％
無回答を除く。



問4. 三重大学全体でみると，女性教員や意思決定に携わる女性の比率が少ないのはなぜだ
と思いますか。

理由として共感(「非常にそう思う」と「ややそう思う」を合算)を得た割合が高かった
項目は，平成21年度は，「(7)家庭と仕事の両立が困難」，｢（5）男性の意識｣，「(8)評価
者や上司の意識」，「(6)ロールモデルとなる女性が少ない」，｢(4)女性の意識｣，｢(1)男女
の社会的分業｣の順である。反面，肯定意見が少ない項目としては，｢（10）女性に対する
研修の機会が少ない｣，｢(3)男女の能力や適正の差｣，｢(2）社会の偏見｣，｢（9）業績を伸
ばせる環境が少ない｣がある。平成28年度は，ほぼ同様の結果であるが，「(1) 男女の社会
的分業」が56.2％で5.6ポイント，「(11) 女性の昇進に対する意欲」が51.3％で5.9ポイン
ト増加している。
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8.0 

11.1 

5.5 

9.2 

3.1 

5.7 

8.0 

9.0 

13.6 

13.5 

11.5 

13.2 

24.5 

26.5 

15.5 

15.3 

9.6 

9.3 

4.6 

5.2 

8.0 

9.7 

42.6 

45.1 

33.9 

34.6 

28.3 

30.0 

44.3 

48.3 

46.8 

48.3 

40.9 

42.7 

47.0 

48.3 

43.2 

42.3 

32.9 

31.1 

18.8 

19.7 

37.4 

41.6 

37.9 

36.2 

39.8 

39.2 

40.6 

38.3 

36.0 

34.9 

31.7 

32.5 

34.8 

33.6 

20.5 

20.0 

33.6 

32.8 

40.6 

41.5 

51.6 

48.9 

41.7 

39.6 

8.6 

6.0 

16.5 

13.5 

18.6 

18.3 

9.9 

6.7 

6.4 

4.6 

10.2 

8.4 

6.0 

4.1 

5.9 

7.5 

13.2 

14.2 

18.5 

20.1 

10.4 

7.5 

2.9 

1.6 

4.3 

3.5 

9.5 

7.7 

1.9 

1.0 

1.5 

1.0 

2.6 

2.0 

1.9 

1.1 

1.9 

2.0 

3.8 

3.8 

6.5 

6.2 

2.5 

1.6 

① 男 女 の 社 会 的 分 業 平 成 2 1 年 度

平 成 2 8 年 度

② 社 会 の 偏 見 平 成 2 1 年 度

平 成 2 8 年 度

③ 男 女 の 能 力 や 適 正 の 差 平 成 2 1 年 度

平 成 2 8 年 度

④ 女 性 の 意 識 平 成 2 1 年 度

平 成 2 8 年 度

⑤ 男 性 の 意 識 平 成 2 1 年 度

平 成 2 8 年 度

⑥ ロ ー ル モ デ ル と な る 女性 が 少な い 平 成 2 1 年 度

平 成 2 8 年 度

⑦ 家 庭 と 仕 事 の 両 立 が 困難 平 成 2 1 年 度

平 成 2 8 年 度

⑧ 評 価 者 ( 人 事 ) や 上 司 の 意 識 平 成 2 1 年 度

平 成 2 8 年 度

⑨ 女 性 の 業 績 を 伸 ば せ る環 境 が少 な い 平 成 2 1 年 度

平 成 2 8 年 度

⑩ 女 性 に 対 す る 研 修 の 機会 が 少な い 平 成 2 1 年 度

平 成 2 8 年 度

女 性 の 昇 進 に 対 す る 意 欲 平 成 2 1 年 度

平 成 2 8 年 度

Ⅱ 問４ 女性比率が少ない理由

非常にそう思う ややそう思う どちらともいえない
あまりそう思わない まったくそう思わない

数字は％
無回答を除く。



Ⅱ 問5-1 三重大学では，男女の処遇に差があると思いますか。
「ある」が平成21年度23.6%，平成28年度14.2%で，9.4ポイント減少したのは注目さ

れる。「ない」が平成21年度20.1%，平成28年度21.9%であった。「わからない」が平成
21年度56.3%，平成28年度63.9%で過半数を占めており，平成28年度は7.6ポイント増加
している。「わからない」という回答は，女性に多い傾向がみられ平成21年度64.4%，
平成28年度72.5%である。

23.6%

20.1%

56.3%

14.2%

21.9%

63.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

①ある

②ない

③わからない

Ⅱ 問5-1 男女の処遇差

平成21年度 平成28年度
無回答を除く。
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問5-2 三重大学で男女の処遇に差があるのは，どのようなことだと思いますか。
男女の処遇差が「ある」と回答した方に対し，更に具体的な事柄について尋ねたとこ

ろ，処遇差があるとの回答割合が10%以上のものは，平成21年度は，「管理職への登
用」24.6%，「昇進･昇級」20.9%，「雑務」12.9%，「採用」10.0%の順となってい
る。平成28年度は，「管理職への登用」22.1%，「昇進･昇級」20.3%，「採用」
13.0%，「雑務」12.4%の順で，「業績評価」についても2.1ポイント増加して11.6%と
なっている。

10.0%

24.6%

20.9%

9.5%

8.2%

4.6%

2.5%

2.6%

2.8%

1.4%

12.9%

13.0%

22.1%

20.3%

11.6%

6.8%

3.5%

1.8%

3.0%

3.3%

2.1%

12.4%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

①採用

②管理職への登用

③昇進・昇級

④業績評価

⑤管理運営業務

⑥研修の機会

⑦研究費

⑧研究・開発支援者の数

⑨国内外留学の機会

⑩成果発表の機会

⑪雑務

Ⅱ 問5-2 男女の処遇差

平成21年度 平成28年度
複数回答可
無回答を除く。



Ⅱ 問６ 三重大学における男女共同参画のため，どのような環境や機会が必要だと思いま
すか。

必要であるという回答割合が高いのは，平成21年度は，「仕事と家庭の両立」
14.7%，「上司の理解」14.6%，「トップの意識」13.7%，「女性の意識改革」11.9%，
「男性の意識改革」11.6%，「能力の適切な評価」11.5%の順となっている。一方，「夫
婦別姓」や「成果の発表の機会」は，少数である。平成28年度は，「上司の理解」が
15.5%，次いで「仕事と家庭の両立」15.3%，「トップの意識」12.9%，「女性の意識改
革」11.0%，「男性の意識改革」11.0%，「能力の適切な評価」10.8%となっており，平
成21年度とほぼ同様の結果である。

13.7%

14.6%

4.9%

4.3%

3.8%

2.1%

5.9%

11.5%

11.9%

11.6%

1.1%

14.7%

12.9%

15.5%

5.5%

3.5%

4.4%

2.6%

6.5%

10.8%

11.0%

11.0%

1.2%

15.3%

0.0% 2.0% 4.0% 6.0% 8.0% 10.0% 12.0% 14.0% 16.0% 18.0%

①トップの意識

②上司の理解

③男女共同参画推進体制の強化

④一定期間の女性の優遇措置

⑤男女共同参画に関する研修の機会

⑥成果の発表の機会

⑦業績の評価

⑧能力の適切な評価

⑨女性の意識改革

⑩男性の意識改革

⑪夫婦別姓

⑫仕事と家庭の両立

Ⅱ 問6 男女共同参画のため必要な環境，機会

平成21年度 平成28年度
複数回答可
無回答を除く。
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Ⅱ 問7. 次の法律をご存知ですか。
平成28年度新規の質問事項で，法律等を「知っている」及び「大体の内容は知ってい

る」を合わせて，「男女共同参画社会基本法」34.1%，「女性の職業生活における活躍の
推進に関する法律」16.6%，「次世代育成支援対策推進法」12.4%であり，認知度は低
い。

Ⅱ 問8. 三重大学における男女共同参画に関する下記の取り組みをご存知ですか
平成28年度新規の質問事項で，いずれかの取り組みを知っていると回答したものが

1,514件で全体の86.2%， 「知っている」が多い取り組みは，「さつき保育園の新棟完
成(平成28年)」60.3%，「ワーク・ライフ・バランス応援ハンドブックの発行(平成26年
～)」51.2%で，他の取り組みの認知度は低い。

30.2 

24.0 

14.7 

51.2 

10.4 

35.9 

60.3 

26.3

69.8 

76.0 

85.3 

48.8 

89.6 

64.1 

39.7 

73.7

① 学 長 に よ る 「 男 女 共 同参 画 宣言 」

② 男 女 共 同 参 画 推 進 委 員会 等 の設 置

③ 三 重 県 知 事 表 彰 「 グ ッド プ ラク テ ィス 賞 」受 賞

④ ワ ー ク ・ ラ イ フ ・ バ ラン ス 応援
ハ ン ド ブ ッ ク

⑤ 次 世 代 法 及 び 女 性 活 躍推 進 法に 基 づく
一 般 事 業 主 行 動 計 画 策 定 ( 平 成 2 8 年 )

⑥ 学 長 に よ る 「 イ ク ボ ス宣 言 」
の 発 信 ( 平 成 2 8 年 )

⑦ さ つ き 保 育 園 の 新 棟 完成
( 平 成 2 8 年 )

⑧ 第 3 期 中 期 目 標 ・ 計 画の 数 値目 標

Ⅱ 問8 三重大学における男女共同参画に
関する取り組みの認知度

知っている 知らない

複数回答可
数字は％

13.3 

4.8 

4.2 

20.8 

11.8 

8.2 

51.7 

39.4 

37.1 

14.1 

44.0 

50.5 

①男女
共同参
画社会
基本法

② 女 性
の 職 業
生 活 に
お け …

③次世

代育成

支援対

策推進

法

Ⅱ 問7 法律等の認知度
知っている 大体の内容は知っている 聞いた事はある 知らない

数字は％
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